
東
京
ふ
る
さ
と
普
代
会
（
熊
谷
文

弥
会
長
、
会
員
百
八
十
三
人
）
の
平

成
十
三
年
度
の
総
会
と
集
い
が
十
月

二
十
日
、会
員
ら
五
十
人
が
出
席
し
、

東
京
千
代
田
区
の
九
段
会
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
十
二
年
度
の
決
算
や
十

三
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
を
満
場

一
致
で
承
認
後
、
役
員
改
選
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ま
で
副
会
長
と
し
て
活
躍

く
だ
さ
っ
た
畠
山
茂
樹
さ
ん
（
六
八
・

黒
崎
出
身
）
が
新
会
長
に
就
任
。

「
ふ
る
さ
と
普
代
会
」

発
足
以
来
骨
身
を
惜
し

ま
ず
尽
力
く
だ
さ
っ
た

熊
谷
文
弥
さ
ん
（
七
三

、

鳥
居
出
身
）
は
、
今
後

名
誉
会
長
と
し
て
組
織

を
見
守
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
、
総
会
は

予
定
通
り
終
了
。
続
い

て
畠
山
新
会
長
が
「
私

の
歩
ん
だ
道
」
と
題
し

て
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
懇
親
会
で
は
鵜う

の

鳥と
り

神
楽
（
恵
比
須
舞
）

が
披
露
さ
れ
懐
か
し
さ

の
あ
ま
り
涙
ぐ
む
人
、

絨
毯

じ
ゅ
う
た
ん

に
あ
ぐ
ら
を
組

み
舞
を
見
つ
め
る
人
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
は
思
い
出
話
や
近
況
報
告
に
笑
い

声
が
は
じ
け
、
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
普

代
弁
を
飛
ば
し
交
流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

村
出
身
の
歌
手
ア
キ
さ
ん
（
本

名
・
大
上
晶
子
さ
ん
）
も
参
加
、
プ

ロ
の
歌
で
参
加
者
た
ち
を
魅
了
し
て

い
ま
し
た
。

懇
親
会
の
最
後
に
は
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
本
な
ど
の
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
（
競
売
）
が
行
わ
れ
会
場

が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
昔
懐
か
し

い
駄
菓
子
や
昆
布
、
ワ
カ
メ
、
い
ち

ご
煮
な
ど
を
家
族
へ
土
産
に
と
買
い

求
め
、
宣
伝
用
に
と
持
参
し
た
特
産

品
は
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
。

ふ
る
さ
と
は
遠
き
に
あ
り
て
思
う

も
の
で
は
な
く
今
や
、
身
近
に
あ
り

て
思
う
も
の
で
す
。
そ
う
で
す
よ
ね

皆
さ
ん
。
「
東
京
ふ
る
さ
と
会
」
か

ら
、
わ
が
普
代
村
を
大
い
に
宣
伝
し

「
三
陸
に
普
代
村
あ
り
」
と
誇
れ
る

ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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畠
山
さ
ん
が
２
代
目
会
長
に
！

東京ふるさと普代会総会で、名誉会長に熊谷さん（左、前会長）、
新会長に畠山さんがそれぞれ就任しました

「いやぁ！しばらくだったねぇ。元気だったのぉ。普代の
人んどうは変わりなくてだぁ」１年に一度のなつかしい集
い。参加者全員この日は、普代へお里帰りです

第
13
回
東
京
ふ
る
さ
と
普
代
会
の
集
い

成
元
年

（
一
九
八

九
）
十
一
月

二
十
五
日
東

京
都
渋
谷
区

日
本
青
年
館

に
お
い
て
首

都
圏
在
住
の

普
代
村
出
身

者

に

よ

る

「
ふ
る
さ
と

普
代
会
」
が

結
成
さ
れ
、

私
が
初
代
会

長
に
推
薦
さ

れ
た
。

昭
和
四
十

年
代
か
ら
五

十
年
代
に
か

け
て
首
都
圏

在
住
の
地
方

出
身
者
に
よ

る
、
学
校
単

位
や
市
町
村

単
位
の
親
睦

団
体
結
成
が

大
は
や
り
で
あ
り
、
わ
が
普
代
村
で

も
、
岩
澤
義
雄
前
村
長
の
時
代
の
昭

和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
以
来
村

当
局
の
肝
入
り
で
東
京
に
お
い
て
準

備
会
も
何
度
か
開
催
さ
れ
た
。

準
備
会
の
席
上
で
私
は
大
先
輩
の

方
を
会
長
に
推
挙
し
た
が
、
準
備
会

代
表
の
一
人
が
、
「
今
の
お
話
し
の

方
は
顧
問
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
組
織
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

は
熊
谷
さ
ん
の
会
長
就
任
が
最
も
ふ

さ
わ
し
い
」
と
発
言
さ
れ
、
そ
の
理

由
も
述
べ
た
こ
と
か
ら
満
場
一
致
で

私
が
推
薦
さ
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。

「
ふ
る
さ
と
普
代
会
」
初
会
式
の

平
成
元
年
十
一
月
二
十
五
日
は
日
本

青
年
館
に
お
い
て
、
文
化
庁
後
援
の

地
方
民
俗
芸
能
の
発
表
会
で
普
代
村

か
ら
も
、
藩
政
時
代
か
ら
連
綿
と
伝

承
さ
れ
た
鵜う

の

鳥と
り

神
社
の
鵜
鳥
神
楽
演

舞
も
あ
っ
た
。
祖
先
以
来
の
宮
司
の

家
に
生
ま
れ
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
親

し
ん
だ
鵜
鳥
神
楽
を
こ
の
東
京
で
拝

観
す
る
こ
と
が
で
き
た
私
は
感
動
の

あ
ま
り
涙
を
流
し
な
が
ら
み
て
い
た
。

「
ふ
る
さ
と
普
代
会
」
は
、
平
成

二
年
の
第
二
回
か
ら
は
交
通
も
便
利

で
会
場
費
も
安
く
、
総
会
当
日
会
員

に
販
売
す
る
村
の
産
物
な
ど
も
快
く

前
日
か
ら
預
か
っ
て
く
れ
る
千
代
田

区
九
段
の
九
段
会
館
で
開
催
、
以
後

こ
の
会
場
で
例
年
開
か
れ
て
い
る
。

従
来
日
曜
日
の
開
催
で
あ
る
が
、
土

曜
日
・
日
曜
日
が
休
日
の
会
社
関
係

の
幹
事
の
要
望
で
一
、
二
度
土
曜
日

午
後
開
催
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
出

席
が
悪
く
且
つ
、
女
性
会
員
か
ら
日

曜
日
で
な
い
と
出
席
で
き
な
い
と
の

声
が
多
く
、
再
び
日
曜
日
開
催
に
戻

っ
た
。

一
般
に
親
睦
会
は
最
初
は
大
勢
出

席
す
る
が
次
第
に
少
な
く
な
る
も
の

で
あ
る
。
若
い
時
代
は
、
自
分
の
生

活
設
計
に
忙
し
く
概
ね
四
十
歳
代
以

ふるさと普代会会長を退任して
前会長　熊　谷　文　弥さん

平

ふるさと普代会会長を退任して
前会長　熊　谷　文　弥さん




